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静岡地学第 57号 (1988)

セントヘ を ねて

滞 泰 一一*

1987年 8月カナ夕、のパンクーパーで開催されたI.U.G.G.(International Union of Geodesy and 

Geophysics)のオプショナルツアーとして、米国セントヘレンズ山調査旅行に参加する機会を得た。

日頃、地質学や火山学とあまり縁のない私が見たセントヘレンズ山の印象を述べる O

セントヘレンズ山は米国ワシントン州シアトルより南方およそ 150kmに位置する O この地域は日

本列島と同様にファン@デ@フカプレートが北アメリカプレートの下へもぐり込むサブダクションゾ

ンに位置し、 400

に近い活火山が存

在する O セントヘ

レンズ山は過

4500年間に却

の活動期があり、

100~150 

400~550 年の

動周期があること

が知られている O

後の活動期は

1831年から 1857

年で、 U.S.G.S(U.

S.Geological Sur-

vey)のグラン

ノレとミュワノは今

世紀末までに

動期がやってくる

ことを示唆してい

た。
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函 l 北米大騒サプダクションゾーンの火山

The ξruption of Mount St. Helens by Robert 
Dedくera nd Ba rba ra Dedくerよ丹
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ここで 1980年の大噴火について簡単に述べておく。

1980年 3月山体の北側で群発地震が始まり、山頂火口から水蒸気爆発がたびたび繰り返された。

と氷河に覆われた頂上はマグマの上昇により直径 2km、高さ 100m余りの膨らみを生じ、 4月下旬に

は膨らみの速度は 1.5m/日に達した。 5月 18日午前 8時 32分、 M5.1の地震を伴って山体の北側が

崩壊し滑り落ちた。 2km3に及ぶ破砕さ と氷河の永からなるアパランシュ(岩屑流)は 250 

kmの速さでスピリット湖とタウトノレj[1の北支流へなだれ込んだ。その大部分はタウトルj[1へ小丘を

なして、幅 1'"'-'2 km、厚さ 150mに及ぶ堆積物を残し、さらに下流へ 21kmも流れ下った。
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山体の崩壊により地下のマ

グマは減圧されて噴火が始ま

り、軽石や新、 i日の火山岩を

含んだ火砕流を発生した。ま

た地下の熱水 (1750C)とマグ

マに接触した地下水は爆発的

し1.3 x 1011kgの水蒸

となってプラスト Oateral

blast)現象を生じた。

(300
0

C)のプラスト

は 100'"'-'400km/h -C、

を追い越し、火口の北側の

550 km2を荒廃化した。プラ

ストによって火口から数 km

以内では直径 1'"'-'2 mの大木

が根こそぎにされ、 10'"'"'15

kmまでの木はなぎ倒され

た。

氷河の融けた水や、

で押し流された海の水は泥流

となってタウトル}11に流れ出

した。最大の泥流は噴火当日

の午後 7時頃到来し、そ

さは 9mを越え、コ口ンピア

川まで達した。泥流による

積物は 0.1km3に及んだ。

さて調査旅行は U.S.G.S.

のスワンソン氏を案内役

に、総勢 22入、日本人は桜島
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国3 セントヘレンズ山案内図(2)
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火

s月23日

と

I.U.G.G.会場のカ

3人だけ った。

、パンクーパーをノてス フリーウェイ 5 -+-τ して

O シアトルからレイニア山に入り火

のすぐ北 る活火山 4，400 m、山頂には

るO レイニア山はセントヘレンズ山

く美しい山である O

、その は250km2 った。ホによって生じた泥流

ワイトワパーやウエストアオークパレ

は 60'"'"110 kmを流れ下り、タコマ付近に泥流による

したといわれ、ついに

O この泥流の原因はセントヘレン

山と 〉火山体が崩壊して生じたことが、 ら

より 100mほ

った。

我々はホワイトリバーの

らな地背~があり、

し った所に、広く

さ4'""'5mの小高い ょう

るO これはかつ し し るO

ホワイトリノマーからパス

2，000 m のサンライズに泣ロッジと

しいレイニ

し ちレイニア山

ワイトリノマー り、レイニア山東側の谷に沿う ち るO さ 30mを
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越える米松や米栂の大森林地帯が広がる O

24日は朝 7時 30分出発の強行スケジュールである O 宿泊地ノfックウッドから 12号線を西へ、そ

してランドルから南へ入る O 道路は一車線だが、良く整備されている O クオーツクリークを

していくと突然産径数 m もある大木がなぎ倒された、荒涼たる風景が自にとび込んでくる O リアン湖

という小さな湖の前で、 D.スワンソン氏から噴火当時の説明を受けた。セントヘレンズ山はどこにあ

るのか、ここからは全く見えない。更にパスで 30分ほど登ると、ノルウェイパスのトレイルヘッドに

くO 倒木は整理され、広い駐車場やトイレ、手押ポンプの井戸もあり、ハイキングコースの基地に

なっている O 軽石を含んだ火山灰が 5~6cm ほど積っているが、噴火から 7 年を経過しており、既に

草花や濯木がかなり生えている O パスを降りて歩くこと 1時間、標高 1，398m のノルウェイパスに

くO 大きなスゼリット湖のはるか向こうにセントヘレンズ山はあった O 火口までおよそ 10kmはある

が、見渡す隈り荒涼とした世界だ。長さ 20~30m の大木が、あたかもマッチの軸をそろえて、ばらま

いた様になぎ観されている O スピリット湖は 3分の lほどを流木で埋めつくされ、湖を取り巻く山の

側面は、湖面から 50~60m まで岩屑流で引きおこされた津波で洗い流されたことを物語っている O

1 レイニア山北東のサンライズから望むレイニア山

2 ストによっ され ;萌はメタレイク

-22 



ノルウェイパスからセントヘレンズ

手前はスピ 1)ットレイク

ヰ プラスト(高速の紗あらし)に含ま

れていた謹笹4---5 cm 

火口から 9km離れたメタレイク

村近

り、 99号線との分岐点までくると、車窓からもセントヘレンズ山が眺められる O この

辺りは観光コースになっており、既に

で、完成すればもっとセントヘレンズ山

となり、緑にホッとする O

レストランもあって観光客も多い。 99号線はま

きるとのことであった。 25号線まで下ると、

25日はケノレソ

はセントヘレン

トノレ)[1

にフリーウェイ 5 を北上し、キヤスノレロックからタウトルに入る O ここに

k 火山の学習ができるよう各種の展示物がある O タウ

を見学するの )[1の両岸は 5'-""'6mの

つくっている O ここから える O

に入っているよう

周辺の山されてい

入り

るO

いる らい

とセントヘレンし〉

まる るO

トルJflへ下る O 火 ち15'-""'16 念
品 日以

ってくる O嬬 1'-""'2kmの谷誌高さ必'-""'5umもある

るO これより

タウトノレJf[右岸にある

この地域の倒木は?っ

ち

m の小

さ

になっている O

るものもある G

るもの泣層理を整黙と残したままセントヘレン

と と/ぶつ 1，-0 
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泥流によってつくられた自

流タウトル付近

(アパランシュ)による堆穣物o 40-50 mの

小山が累々と続くニコ…ルドウ 3ナーターの末端から

スンレヘ
3
ト
'ン

'
自

セた1
レ っしき」、 を咲かせて

に伴う山体崩

られる O 例えば

となった御岳山

から 7

いた。この山を

壊は特別珍しし

山、 いる O

の崩壊は

うな高速の自

であるべきだろう O

セントヘレン

ら脱出するのは不可能に近い。

られている O このよ

を持った火山周辺の

1988 :火山現象とし

Thom Corcoran. 1986: 日

月

出
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